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技術の蓄積を
イノベーションにつなぐ

ップは　 る
Top Interview

株式会社熊平製作所　代表取締役社長   熊平 明宣 氏中国支部

語

クマヒラグループの創業は1898
年。私が熊平製作所の社長に就任し
たのが2018年ですから、ちょうど創
業120年目の就任になり、非常に感慨
深いものがあります。ただ、私自身
は一族の多くが勤務するクマヒラグ
ループに入社することに対しては、
ずっと腑に落ちない気持ちを抱えて
いました。歴史のある会社なので地
元の知名度もあり、幼い頃から「ク
マヒラのところの息子」と言われる
ことにいささかの反発心もありまし
た。
自分の進むべき道について模索す
る中、転機となったのは友人に誘わ
れ、とある私塾を訪れた時です。東
京大学の元教授が開かれた塾で、保

守思想の立場から現代社会、政治、
経済を論じられるのですが、まさに
生きた社会評論、目からウロコが落
ちるようで気持ちが高ぶりました。
当時は大学の文学部に在籍していま
したが、このまま大学で学び続ける
より、この私塾でもっと勉強をした
いという思いにかられました。周囲
には反対されましたが、自分の気持
ちに正直に進もうと決意し、大学を
中退して私塾で勉強を続けました。
大学の外に出たことで、次第に世
の中を俯瞰で見ることができるよう
になり、これは今に至るまで私に
とっての大きな糧となっています。
ようやく自分のやりたいことの一歩
が見えてきた矢先に遭遇したのが、
2001年9月11日の米国同時多発テロ
でした。ニューヨークの世界貿易セ
ンターに旅客機が衝突する映像があ

まりに衝撃的で、到底現実とは捉え
られず、呆然としたことを覚えてい
ます。ふと、我に返ると、平和や安
全、安心というキーワードが浮かん
できました。そして、クマヒラグルー
プが使命とする「人々の財産や情報
を守る」ことは、社会的に意義のあ
ることではないのか、とそこで初め
て気付かされたのです。
私塾で学んだ「保守思想」とクマ
ヒラの「守るという使命」にも根底
に通じるものがありました。そう
思ってからは、クマヒラグループの
資料を集め改めて勉強し始め、その
歴史と製品作りの信念は誇るべきも
のだと確信したのです。クマヒラグ
ループで仕事をしたいという明確な
意思が芽生えました。

今に息づく
「やってみんさい」の精神

入社して一番ありがたかったのは
特別扱いをされなかったことです。
先輩を含め、誰もが同等に接してく
れたことで妙な気負いもなく社会人
をスタートさせることができまし
た。当社はOJTで学ぶことが大き
く、自分から率先して行動しないと
なかなかキャリアを積むことができ
ません。創業者のシンプルなメッ
セージ「やってみんさい」は今に受
け継がれていて、目の前の新しいこ
とに自ら挑戦していくという気風は
当社の誇りとするところです。
その挑戦を後押しし、社員一人ひ
とりが能力を発揮するためには、も
のを言いやすい風土を形成すること
が重要です。GAFAと称される米国
の巨大ITプラットフォーマー4社に
おいても、その成長の裏には何でも
安心して話ができる風通しの良い環
境があると分析されています。非常
に的を射ていると思います。やはり、
現場のアイデアが途中で潰されたり
弾かれたりする組織では会社の発展
は望めません。
社員がどのようなことでも安心し
て話せる環境を作るために、私が心
がけていることが幾つかあります。
まず、一年に一度、仕事に対する希

くまひら あきのぶ／1972年生まれ。1995年慶應義塾大学文学部中退。日本を代表する保守思想家の
私塾にて研鑽を積み、2003年株式会社セキュリティクマヒラ（現 株式会社クマヒラセキュリティ）入
社。2006年株式会社熊平製作所取締役、2015年同副社長を経て、2018年より現職。老舗企業の経営
者としてのプレッシャーは、自分自身へのインプットで跳ねのけようと人一倍の勉強を続ける。冷静な
現状分析は必要だが、悲観的にしか捉えられないようでは経営者失格。自分の引き出しから知恵を出し
不安をエネルギーに変えることこそ重要だと語る。

葛藤の末に
入社を決意
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株式会社熊平製作所
●所在地：	〒734-8567
　広島県広島市南区宇品東2-1-42  
　TEL. 082-251-2111（代）
●https://www.kumahira.co.jp/
　company/group.html
●創業：1898（明治31）年
●設立：1943（昭和18）年
●資本金：4億5000万円
●売上高：95億5007万円（2020年3月期）
●従業員数：463名（2021年1月現在）
●グループ会社：株式会社クマヒラ／
　株式会社クマヒラセキュリティ他

Company   Profile

望や要望を自己申告してもらう仕組
みを作っています。異動したい、こ
ういう仕事がしたい、こういう製品
を作りたい、仕事に関することだっ
たら何でも構わないので、思ったこ
とを書いて提出してもらいます。こ
れは人事を考える際の大切な参考資
料として活用しています。　
また、現場で円滑なコミュニケー
ションが取れない時の非常手段とし
て、私あてに直接メールしてもらう
という方法も設けています。あくま
で非常時で、同じチームのメンバー
が何でも話せる間柄であることが理
想ですが、こういう別ルートがある
ということが各々の安心材料になれ
ば良いと思っています。

イノベーションには
揺るぎない技術力が必要

クマヒラグループが提供するセ
キュリティサービスは、時代のニー
ズとともに変化し続けています。現
代社会は気候変動による大規模な自
然災害、テロ、サイバー犯罪など次々
に新たな脅威にさらされており、セ
キュリティ製品の製造・開発を担う
当社は重大な責務を担っていると感
じます。
常に最新の情報を取り入れ、社会

のニーズに応える製品を作るために
はどうすべきか。私は、回り道のよう
ですが、地道に着実に技術力を蓄積
していくしかないと思っています。
社員一人ひとりが技術力を高めるこ
とで自信が生まれ、どのような局面で
も持てる能力を存分に発揮すること
ができるようになることが理想です。
社員のスキルアップを図るため
に、まず資格を取ることを奨励して
います。当社の業務に役立つ資格は、
塗装や溶接という現場レベルのもの
から、開発部門における機械設計や
電気・電子設計、情報処理など多岐
にわたります。現在の業務に有用だ
と思われる資格、将来のためにぜひ
身に付けたい資格、考え方は千差万
別ですから、各人が選び資格取得へ
向けて努力してもらいます。会社は
アドバイスや援助をしますが、あく

まで決めるのは本人です。
また、井の中の蛙にならずに見識
を広めるために、セミナーや展示会
への参加を呼びかけ、他社の工場見
学も実施しています。他社の優れた
やり方を取り入れさせてもらった
り、様々な交流も行ったりする中で、
客観的に自社を見る目を養ってほし
いと思っています。ほかにも、専門
書や技術書の購読には補助金を出し
ていますし、高価な技術書は会社で
購入したりしています。
ただ、これらはすべて自己申告制
です。自らが決めたことに対して自
らが責任を持って向き合ってこそ本
物のスキルが身に付きます。それが
本人の確かなステップアップへとつ
ながり、会社の成長に欠かせない人
材を育てるのです。これからも人に
対する投資は惜しみなく展開してい
くつもりです。

あらゆるチャンスを
成長に生かす

クマヒラグループは金庫の販売・
修理から創業し、現在までに様々な
新製品を世に送り出してきました。
特殊防御材「クマヒラアロイ」や日
本初の防犯カメラなど、独自の技術
力を生かした開発から、近年は入退
室管理やデジタル録画監視、セキュ
リティゲートなど、トータルなセキュ
リティサービスを提供しています。
新製品の開発は当社の技術力に加
え、様々なコラボレーションで生ま
れることも多く、従来から産学連携
で研究開発を行ったり、優れた技術
を持つ企業と業務提携したりしてき
ました。よりニーズにあった製品を
素早く開発して市場に提供するとい
う観点からは、今後も連携や提携は
欠かせず、製品開発はもちろん、販
売やマーケティングに関してもパー
トナーシップは重要になってくると
思っています。
そんな中、新たに開発を進めてい
るのがクラウドを活用したサブスク
リプションでのセキュリティサービ
スです。物を購入するという時代か
ら、利用するという時代へと移り変

わる中、セキュリティサービスもま
た例外ではありませんので、このビ
ジネスモデルを広げていきたいと考
えています。
そして、さらに拡大していきたい

と考えているのが海外展開です。従
来から輸出はしているものの、大規
模な市場調査もしていない中での展
開で、売上高もわずかなままです。こ
れを徐々に拡大して、海外比率を伸
ばしていきたいと思います。ここで
もコラボレーションを生かし、海外
進出している顧客企業、海外進出を
予定している提携企業など、あらゆ
るチャンスや可能性を探りながら、
当社製品の優れた性能を世界に認め
ていただけるよう努力していきます。
多くの人のアイデアや知恵が結集
することでこそイノベーションが生
まれます。日本にとってなくてはな
らないセキュリティ企業として永続
していくために、当社はこれからも
一人ひとりが挑戦を忘れず、ブラン
ド力を高めていけるよう努力してま
いります。

読書が趣味という熊平社長は専門書から漫
画までジャンルを問わず何でも読まれるそ
う。近代の政治思想について書かれた本書
は文章にキレがあり、検証を重ねられた内容
は読み応え十分。新鮮でありながら様々なこ
とを考えさせられる良書だとおっしゃいます。

おスゝ メ本

徳間書店

 『正統の哲学、
異端の思想―

「人権」「平等」
「民主」の禍毒』

中川八洋 著
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